
■のようなもの■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 099 号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：のようなもの 

 

笑恵館の NPO 法人化を進めてきたが、最後の土壇場で団体名を「私たちの家」から「笑恵館クラブ」に変更

した。設立の 1 週間前に団体名を変えるなど、我ながら大馬鹿だ。定款から設立趣旨書まで、全てに影響する大

変更だ。なぜそんなことをしたのかというと、この団体がやろうとしている事業は「笑恵館」であって、「笑恵館

のようなもの」ではないということが判明したからだ。また松村さんがうっとうしい話を始めたと思ってるあな

た、そうなんです。でも、大事な気づきがあったので、今日はこの件について説明したい。 

 

笑恵館は、東京都世田谷区砧にある 120 坪の敷地に建つ母屋と木造アパートの総称で、アパートの賃料収入を

財源に自宅を地域のコミュニティ施設として開放し、うまく行けば自分の死後も家族に相続せず、そのまま継続

経営していくプロジェクトだ。僕は即座に一般社団法人日本土地資源協会を笑恵館オーナーと二人で設立し、こ

のスキームで公益法人になることを目指すことにした。ところが僕が、このスキームを応用して日本中の遊休不

動産を非営利経営するという大風呂敷を広げたために、壮大な事業に取のり組むスキームとなってしまい、ひと

まず公益申請は取り下げを余儀なくされることになってしまった。今回の NPO 法人化は、この時の反省も踏ま

えて大風呂敷を我慢して、「特定非営利活動としての笑恵館事業」に取り組むミニマムな事業スキームを組み立

てた。 

 

笑恵館は開業から 3 年を経ており、具体的な事業はすでに構築済みで、あとは具体的な説明をするだけだ。笑

http://nanoni.co.jp/category/p9/


恵館から派生した「おおがいさんち」と「さくまさんち」のサポート業務を盛り込んでまとめ作業に入ったころ、

ふと疑問がわいてきた。これまで日本土地資源協会としてサポートしてきたプロジェクトを、笑恵館の傘下プロ

ジェクトにしてもいいのだろうか。いやここは、笑恵館と対等に扱うためにも、法人名は別の名称にして笑恵館

もその傘下に置いた方が自然だろう。日本土地資源協会から業務を移管する法人を、笑恵館クラブメンバーの有

志が立ち上げたということで問題無かろう。「笑恵館はみんなの家」だから、みんなの家を担う団体は「私たちの

家」でいいだろう･･･と、トントン拍子にアイデアが沸き、あっという間に企画書は出来上がった。そして最後

に、団体設立の目的を設立趣旨書にまとめた。事前相談に応じてくれた NPO スタッフからも概ね賛同を得たの

で、最後に身内の笑恵館クラブメンバーに説明をした。 

 

説明に対しメンバーたちは、「私たちの家とは【笑恵館のようなもの】のことですね」と、背筋も凍るような反

応だった。「笑恵館はみんなの家、みんなの家を作る私たちの家」、つまり「名詞を名詞で説明し、それをまた別

の名詞で言い換える」という最低の説明を僕は繰り返していた。「新しいものには名前を付けよう」という自分の

術に溺れた愚行に気付いた僕は、その瞬間に我に返った。考えてみれば、僕はそのせいですでに行き詰まってい

た。例えば「私たちの家」のロゴマークをどうしても思いつかないし、仮に思いついても、笑恵館のロゴマーク

と並んだら可笑しいに違いない。「のようなもの」は、お化けみたいな存在だ。「笑恵館という笑恵館のようなも

のを運営しています。」なんて説明はお笑い草だ。同じものに言葉は二つ必要ないし、違うモノなら違う名前を付

けるべき。とにかく「私たちの家」は一瞬で吹き飛んだ。 

 

という訳で、新 NPO の名称は、「特定非営利活動法人笑恵館クラブ」とし、笑恵館の web サイト、笑恵館の

ロゴマークをそのまま使用し、特定非営利事業の基幹事業は「笑恵館運営事業」と名乗ることにした。そして、

「全国各地に笑恵館を作る」と言い切りたい。「確かに笑恵館と言い切ると、笑恵館しかできなくなりますから

ね」と誰かに言われた気もするが、でも僕は「笑恵館のようなもの」と「笑恵館」の違いなど、考えたくもない。

僕の説明に対し、容赦なく「解りにくい」と言ってくれたメンバーたちに、心から感謝を述べたい。そして、こ

んな「うざい文章」にお付き合いいただき、今日は申し訳ない。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. お知らせ：2 件 

 

ａ．名栗の森 3 月の例会 

名栗の森オーナーシップクラブでは、毎月第 4 日曜日に例会を開催します。 

今回は、名栗の森を抜け、棒の折山の山頂を訪ねてみたいと思います。 

4 月の春の山菜狩りの下見も兼ねて、よそ見をしながら歩いてみたいと思います。 

山菜に詳しい方のご参加を、特に歓迎いたします。 

 

■３月例会（企画：四谷さん) 

日時：3/26(日) 9 時半～ 

集合：辻村屋保全山荘 埼玉県飯能市下名栗 1111-2 

費用：一般 2,500 円、会員無料 どなたでも参加できます。 

内容：09：30 山荘に集合後、現地に向かいます 

   10：00 白谷沢登山口- 

   10：10 御神木- 



   10：30 藤懸の滝- 

   10：40 天狗の滝- 

   10：45 白孔雀の滝- 

   11：00 東屋(休憩)- 

   11：20 岩茸石- 

   11：40 ゴンジリ峠‐ 

   12：00 棒ノ嶺山頂（昼食） 

   12：40 出発- 

   13：00 林道- 

   14：00 境界- 

   14：40 階段出口- 

   14：50 駐車場- 

   15：00 さわらびの湯 

装備：軽登山靴または滑らないスニーカー、軍手 

   頂上で昼食（各自持参） 

山頂では温かいコーヒーをごちそうします      

詳細はこちら 

http://land-resource.org/naguri/ 

 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

オーナーシップクラブへの入会は、 

持ち主の仲間になることを意味します。 

家族や団体で入会すれば、 

年会費 3 万円で、メンバー何人でも、何回でも 

森を利用することが可能です。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

■事務局・連絡先  

名称 一般社団法人 日本土地資源協会  

住所 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

ＨＰ http://land-resource.org/ 

Mail post@land-resource.org (担当:松村) 

 

b．SHO-KEI-KAN 展Ⅳ のご案内 

毎年 5 月下旬に開催していましたが、今年は新 NPO 設立に合わせ下記の通り開催します。 

 

日時：2017 年 3 月 27 日(月)～4 月 1 日(土) 11 時～19 時 

場所：笑恵館 世田谷区砧 6-27-19 

内容：NPO 法人笑恵館クラブを紹介する展示 

なお、会期中の 19-21 時は展示の説明・ご案内を無料で承りますので、気軽にお問い合わせください。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾 

 

■開催予定 講義＋演習 

・日程 3/23、4/13,27（第 2,4 木金曜日）19-21 時 笑恵館 

・その他会場募集 

まつむら塾を開催させてくださる会場を募集しています。会場提供者は、受講料免除といたします。 

 

■自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

まつむら塾の講義内容を、自由に閲覧できるサイトです。 

・新着記事 A1.理屈編 4.空間について 全体と個（3/15 公開） 

http://nanoni.co.jp/juku/a14/ 

■オンラインまつむら塾：まつむら塾の演習をオンラインで体験できます。 

・事業目的の作り方(公開中) 

 https://synapse.am/contents/monthly/m-juku01 

現在：RAM 会員 3 名、ROM 会員 0 名 (定員 30 名) 

・倒産覚悟の経営のススメ(公開中) 

https://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya 

現在：会員 8 名 (定員 30 名) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）3/20 ○なのに作業日 

（火）3/21 ○午後から笑恵館で面談可 

16-18 時 ★笑恵館を学ぼう 

http://shokeikan.com/info/shokeikansemi 

 18-20 時 ★NPO 設立総会・持ち寄り食事会 

（水）3/22 ○作業日 夕方渋谷で面談可 

（木）3/23 ○終日笑恵館で面談可 

 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（金）3/24 ○午後から笑恵館で面談可 

 19-21 時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

（土）3/25 ○終日笑恵館で面談可 

 15-17 時 ★砧むらマップカフェ(さくまさんち) 

    



（日）3/26 ○休業日 

 10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 

https://www.facebook.com/events/1418564454870128/ 

 

■その後のイベント 

3/27～4/01 SHO-KEI-KAN 展Ⅳ  

3/28 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

3/31 16-18 時 ★LR オーナーズクラブ 

4/06 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

4/08 10-15 時 ★ニッチ大学（さくまさんち） 

4/11 15-17 時 ★日本土地資源協会 経営会議 

4/11 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

4/21 19-21 時 ★第 17 回 解決しゃべり会(笑恵館) 

4/18 16-18 時 ★笑恵館を学ぼう 

4/18 18-20 時 ★笑恵館・持ち寄り食事会 

4/22 15-17 時 ★砧むらマップカフェ(OBK) 

4/23 10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 

4/27 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

4/28 19-21 時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9


 


